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はじめに 

１法現象の構成要素と法治主義　　	

　⑴法意識、法制度および法関係　　	

　⑵公法と私法	

２法治主義の制度的前提	

　⑴国民主権と権力分立	

　⑵情報公開と情報管理	

	

　　 



Ⅰ辺野古問題における法治主義 

　１基地と法治主義	

　　⑴二つの法体系の下での基地問題	

　　⑵基地訴訟と司法	

　２辺野古訴訟と法治主義	

　　⑴地方自治と法治主義	

　　⑵法治主義と司法 



	
	
	
Ⅱグローバル化における法治主義	
	
	
	
 

       １グローバル化と行政法	

　      ⑴行政法のグローバル化	

　      ⑵法治主義のグローバル化	

        ２法整備支援事業と法治主義	

　       ⑴法整備支援における法治主義	

　       ⑵立法、執行および救済の支援と条件整備	



Ⅲ行政法学における法治主義　	
 

　 １行政法体系における法治主義 
 　　⑴法治主義と法の支配 
 　　⑵法治主義と法律による行政 
  　２法治主義と行政法の課題 
 　　⑴行政法の体系と法治主義 
　　 ⑵行政法をこえる法治主義  



むすびにかえて	
	
	
 

 	

	

１法治主義の前提の形成と制度の整備  	
　⑴法治主義をめぐる対抗機軸	
　⑵法治主義を担うもの	
２行政の変容と法治主義の検証	
　⑴行政と行政法の変容	
　⑵法治主義の検証	
　	
	

 


